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科学技術駆動型イノベーション創出人材育成と
国を挙げた教育の質向上への挑戦

～教育と科学技術とイノベーション政策の
一体的推進を～
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芝浦工業大学学長、三菱重工業特別顧問

科学技術・学術審議会人材委員会委員長
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背景認識と危機感の共有を！

2

１．
１．２１世紀の今、第三の国創りの重大変革期にある日本の
活路を切り拓くには、持続可能なイノベーション創出能力強
化と、それを支える人材育成が不可欠

２．個別の科学的知の創造（認識科学）人材と科学的知の創
造を統合し、社会経済的価値の創造（設計科学）人材の育
成を並行して実現すべし

３．科学技術立国を標榜する日本の「科学技術政策」は、こ
の視座からの「教育（人材育成）政策」と「イノベーション政
策」との一体性が脆弱！・・国を挙げた投資の効果が低い！

４．２１世紀自由市民全てが具備すべき「科学技術リベラル
アーツ教育の強化」と「科学技術駆動型イノベーション創出
人材育成教育の強化」を！ 勝負はこの１０年！改革は今！

２
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21世紀に科学技術が遭遇する三つの拡散

１．ターゲット（目標）の拡散

・科学と技術が目標とする社会・経済的価値の拡散・・人間・社会・
地球・宇宙・生命

２．スコープ（守備範囲）の拡散

・より早く、安く、安全、高効率に加えて、心の満足まで

・知の創造活動の細分化に対する総合・統合役の役割の拡大化

３．ディシプリン（学問分野）の拡散

・自然科学、人文社会科学における知の創造の細分化

3

結果：学術界は２１世紀の自由市民育成を目指し
た「教育」と「社会のための科学技術」のミッション
観が希薄！ ３
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科学技術の拡散から生じている知識基盤社会
の負のスパイラル構造と教育の重大危機

１．初等・中等教育における理科・数学教育と技術教育・社
会学習との乖離・・・科学と技術と社会との連関教育の欠落

２．中学生徒の理工学への進学意欲の低下・・３年生が勝負

３．全入時代の大学における文系・理工系ともに、学部にお
ける科学技術リベラルアーツ教育効果の低下

４．理工学系の大学院における教育の質低下・・・産業の要
求とのミスマッチ、ポスドク問題の顕在化、博士課程進学低下等

５．社会人の自由市民として豊かに生きるリベラルアーツ
素養の低下・・・子ども達への負のスパイラル構造の連鎖

4

科学技術立国創りが砂上の楼閣の恐れ！ ４
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社会経済的価値創造

基礎研究 政策目的研究

イノベーション実現能力

知の創造能力 目的基礎・応用能力

真の科学技術立国つくりの要
～持続可能なイノベーション能力構築～

結合・統合能力

科学・技術的知の創造人材と、それをイノベーション実
現にまで結合・統合する人材育成の両輪が重要
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ﾗｲｾﾝｽ

２０世紀：キャッチアップ型

自主
技術化

自主
技術

技術の幅

技
術
レ
ベ
ル

社会の求める科学技術の
スペクットル幅の広がりと
統合能力

２１世紀：フロントランナー型

高性能化
高信頼性化
心の満足

フロントランナー型イノベーション創出の難しさ

フロントランナー型イノベーション創出＝巨大複雑系の
社会経済システムの「個別科学技術創造」と
その「統合化能力」の両方の能力が不可欠

個別の知の創造

教育と学術は「統合化能力」を忘れていないか？
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世界をリードするイノベーション構造

基盤科学技術と
ものづくり力

Differentiator

Enabler
Technologies

育成すべきイノベーション人材像

Type-D  :  Differentiator科学技術
創造人材：「認識科学指向」

Type-E  : Enabler技術創造人材：「認
識科学と設計科学の両輪」

Type-B :  幅広い基礎・基盤技術・技能を有
する人材： ２１世紀リベラルアーツの素養に

基づく「設計科学指向」

要求される科学技術のスペクトル
の幅の広がり（人文、社会まで）

Type- :  知の結合による社会的経済的価値創
造人材＝（イノベーション構造の統合能力）：
「認識科学に立脚した設計科学指向」

要
求
さ
れ
る
技
術
の
高
さ

フロントランナー型イノベーションを実現する人材像

Ｂ型人材、Σ型人材の育成・教育が崩壊している！
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科学技術・学術審議会人材委員会提言

知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に
向けて（平成２１年８月３１日文科省）

＜検討の視点＞

１．知識基盤社会に必要とされる科学技術関係人材の素養・能力

２．社会の多様な場で活躍する科学技術関係人材の育成

３．世界と伍して競える優れた若手研究者の養成と活躍促進

４．次代の科学技術の担い手を育成

＜施策の方向性＞
１．チームにおいて力を発揮できる人材や、リーダーの育成を推進
２．知識基盤社会の多様な場におけるリーダーとして、博士号取得者
の活躍を促進
３．優秀な若手研究者が自立して研究できる環境・ポスト・研究資金
を一体的に拡充
４．子どもの才能を見出し、伸ばす取組を強化

添付参考資料１を参照
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科学技術・学術審議会人材委員会提言

知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に
向けての「まとめ」

• 教育（人材育成）と研究（知的価値の創造）とイノベ
ーション（社会経済的価値の具現化）の一体的推進
を視座

• 教育界、産業界、国等が一体となり、科学技術を通
じて健全で活力ある社会を実現する高度人材を育
成し、未来に向けて明るく強い日本をつくる

大学等の教育機関は、本人材委員会の提言をそれぞ
れの特色を活かして実践していただきたい。

本提言は、科学技術・学術審議会の基本計画特別委員
会に報告され、第４期科学技術基本計画へ反映される
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産・学・官を経験した立場からの国を
挙げての初中等教育改革および
高等工学教育改革への提言



11

提言１初・中等の理科・数学教育を技術と家庭、国語、英
語他の教育とも合わせて同じ全体像で学びを教えたい

人間・社会・地球 技術と工学

科学
（自然法則）

自然法則を知る科学としての物
理・化学／数学、そして

人間と自然法則とのコミュニ
ケーションの面白さを教える

技術・工学は自然法則を応用
し、人間と地球に役立つ価値
を創造すること、その大切さと

面白さを教える

人間が技術を活用するには、物理・化学／数学が不可
欠であり、その体系が工学であることを教える

科学技術リベラルアーツ教育のすすめ

Ａ．ＴＳＵＧＥ
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提言２ 工学教育における工学リベラルアーツ教育の強化

時

３
・４
年
次
教
育

１
・２
年
次
教
育

従来の工学教育 工学教育の実質化に向けた方向

・共通工学系基礎科目
・人文社会系教養科目

・工学専門科目

・人文社会系科目
・情報系科目
・健康科目
・教職科目

・共通工学
系基礎科目

・工学専門科目

・社会と
科学・技
術との係
わり教育

工学リベラルアーツを修得する
科目群

注：高度知識基盤社会の求める科学技術駆動型イノベーションを支える、工
学専門教育の質の確保は、大学院の教育研究に委ねることになろう。
その意味で、大学院も含めた一貫工学教育の在り方も課題である。

12

１２

A.Tsuge
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学部における工学教育の実質化に向けた教育体系概念図

新リベラルアーツ教育（工学リベラルアーツ修得）

・目標とするアウトカムズを明確にした、自律的人間形成のための教育
・生活・社会と科学技術の連関体系に対する理解力を養う教育

専門科目
を学ぶ
動機づけ

生活・社会

生活・社会を支える
科学技術

システム・製品

教育目標（アウトカムズ） （例）

2010.1/14  

専門分野の知識と、それを応用した問題解決能力育成 自律的な問題解決遂行に必要な人間力育成

知識ベース能力

数学・自然科学・情報技術の知識とその応
用能力
専門分野の知識とその応用能力

プロジェクト遂行能力（チーム活動能力）
コミュニケーション能力
自主的継続的学習能力

倫理的思考能力
グローバルな視点

凡例

教育科目

教育効果

新リベラルアーツ科目

実践教育に
必要な専門
知識

専門科目の教育

問題解決能力
デザイン能力

A.Tsuge

工学基礎教育
共通工学系基礎科目

情報系科目

数学・自然科学・

情報技術の知識とそ
の応用能力育成

専門科目の
理解度向上

工学・技術・科学を生活・社会・人間との関わりや生活・社会へ応用するなかで学ぶ

PBL、デザイン教育、インターンシップ、卒論、倫理、環境、情報、知財など法律、
産学連携研究／プロジェクトなどの実践型教育

◎21世紀の市民として、自らの意思で判断し、発言し、行動するための素養

◎工学・技術等専門科目を学ぶ時に、それをバックグランドから支える、
世界的視野からの思考力

実践ベース綜合能力

人間としての素養や社会の一員とし
ての素養・知識・基礎を学ぶ

生活・社会の中での工学の使われ
方を学ぶ

人間関係能力 世界・社会認識能力
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提言３ 工学大学院教育にて強化すべき
∑型統合能力人材育成

メタ・ナショナル能力

技術経営能力 工学能力
Σ型統合能力

21世紀新リベラルアーツの素養

１４

注：メタ・ナショナル能力：自国を基盤に置きつつ、地球的視点で発想し、行動できる能力

柘植、Beyond Innovation(前田正史編）、丸善プラネット、ｐ４５
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社会経済価値創出
イノベーション創出への

参画

大学院教育研究
社会に学び世界に貢献
する技術・研究人材
Ｄ、Ｅ、∑型人材

学部教育
社会を支え、世界に通用
する工学リベラルアーツ
教育 Ｂ型技術人材

提言４ 工学教育の実質化に向けた、教育と研究
とイノベーションの三要素の三位一体推進を！

提言：学生の資質に対応した工学教育プログラムの整
備と選択の自由度の向上を！ A.Tsuge
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提言５：「強い経済・財政・社会保障」実現に向けた
「科学技術・イノベーション・教育推進会議」の設立を

平成２２年７月２７日 社団法人日本工学アカデミー政策委員会

• 現在、総理が進められている「強い経済・強い財政およ
び強い社会保障」の三位一体的強化の実現には、「持
続可能なイノベーション創出能力強化」の推進を担う司
令塔の構築がきわめて重要。

• その要は、従来の政府内で縦割りの体制で行われて
いる国創りの三大要素である「教育（人材育成）」と「科
学技術（技術革新）」と「イノベーション（社会・経済的価
値創造）」の総合政策立案と推進に関する指令塔機能
を一体的に統合することにある。
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「強い経済」、「強い財政」、「強い社会保障」の実現の要＝

「持続可能なイノベーション創出能力強化」

強い公財政

科学技術振興投資教育投資 イノベーション振興投資

強い経済・企業財政強い家庭の財政強い社会保障

投資 投資

不可分 不可分

社
会
経
済
価
値

健全な雇用

納税納 税歳出

幸せな生活

持続可能なイノベーション創出能力強化には、「教育」と「科学技
術」と「イノベーション」の三位一体振興が不可欠！
「教育・科学技術投資の削減」は持続可能な成長戦略を破壊する

A.Tsuge, 2010.７
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• その実現の為、従来の「総合科学技術会議」
を発展改組し、「科学技術・イノベーション・教
育推進会議」を内閣総理大臣の直轄組織と
して創設することを提言する。

• 「科学技術・イノベーション・教育推進会議」は
内閣総理大臣を議長とし、関係閣僚に加えて
産業界と教育・研究界の実力と見識のあるリ
ーダーの常勤・非常勤参加のもとで、国家的
に統合的かつ実戦的な司令塔機能を持つべ
き。



19

科学技術・イノベーション・教育推進会議の構成員案

科学技術・イノベーション・教育推進会議
議長：内閣総理大臣

担当：国家戦略担当大臣

内閣官房長官、各職務大臣
（文科、経産、財務、総務、環境他随時）

有識者議員（８名）

常
勤

学術界有識者 ２名

産業界有識者 ２名

非
常
勤

日本学術会議会長

科学技術・学術審議会会長

産業構造審議会会長

中央教育審議会会長

添付図２

EAJ 政策委員会 ２０１０．７
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• さらに「科学技術・イノベーション・教育推進会議」は、イ
ノベーション文化の国民への浸透に向けた活動も、初
等・中等教育、高等教育と市民の全方位の視点を持っ
て推進する指令塔としても機能を発揮することが求めら
れる。

• その際、「教育はイノベーションのためにだけ有るので
はない！」との伝統的な教育界の反論に対しても正面
から議論の場を作り、学校と家庭における会話にまで
及ぶ国民的な合意形成に向けた司令塔機能も具備す
べき。

• また、持続的イノベーション創出にとって必須である産
学官協働の“場”創りの強化を、国内だけでなくアジア
圏の視野に立って推進すべく、「アジア教育・科学技術・
イノベーション研究圏（仮称）」構想も、「科学技術・イノ
ベーション・教育推進会議」は重要課題として取り上げ
るべき。 以上
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結び
１．２１世紀の日本が物心ともに豊かに生きていく

ためには、初等・中等教育から高等教育、さらには

市民が生涯学ぶ、国を挙げた教育の改革が必要である。

２．その実現には、教育界と科学技術界と産業界がそれ
ぞれの立場を堅持しながらも、垣根を越えて、三位一体的
な教育・科学技術・イノベーション振興の実現が不可欠で
ある。

３．キーワードは「新リベラルアーツ/科学技術リベラル
アーツ教育」と「持続可能なイノベーション創出人材育成」

４．国を挙げた改革の継続のために、「科学技術・イノベー
ション・教育推進会議」の創設を。 以上
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知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて（案） －科学技術・学術審議会人材委員会－平成２１年８月３１日

＜検討の視点＞
知識基盤社会に必要とされる科学技術関係人材の素養・能力
社会の多様な場で活躍する科学技術関係人材の育成
世界と伍して競える優れた若手研究者の養成と活躍促進
次代の科学技術の担い手を育成

＜施策の方向性＞
チームにおいて力を発揮できる人材や、リーダーの育成を推進
知識基盤社会の多様な場におけるリーダーとして、博士号取得者の活躍を促進
優秀な若手研究者が自立して研究できる環境・ポスト・研究資金を一体的に拡充
子どもの才能を見出し、伸ばす取組を強化

教育（人材育成）と研究（知的価値の創造）とイノベーション（社会経済的価値の具現化）の一体的推進を視座として、
教育界、産業界、国等が一体となり、科学技術を通じて健全で活力ある社会を実現する高度人材を育成し、未来に向けて明るく強い日本をつくる

１．イノベーションの創造に不可欠なチーム力の向上 ２．チーム力を強化する多様性の確保 ３．リーダーとしての資質を備える高度人材の育成
・チームで力を発揮する人材を育成するには、
大学院における人材育成機能の充実が不可欠

・研究者の流動性の確保
・女性や外国人、海外経験者、他機関での研究経験者など多様な人材の活躍を促進

・ 国は、産業界等で必要なリーダーとしての資質・能力を伸ばす産学連携の取組
（チームワークを必要とする実践的な課題解決型の演習など）を支援

第１章 知識基盤社会が求める科学技術関係の人材像

○「知」を巡る国際競争の激化や知識基盤社会の進展等により科学技術と社会の関わりが深化・複雑化している現代、科学技術関係人材の素養・能力として、多様な個人が集い個性を活かして力を発揮できる「チーム力」が必要である

第２章 社会の多様な場で活躍する科学技術関係人材の育成 第３章 若手研究者が自立して研究できる体制の整備

１．テニュア・トラック制*の普及・定着

・我が国のテニュア・トラック制は、優秀な若手研究者が自立して研究できる環境を整備することを主な目的に、
導入が進められ、これまでの取組状況から以下の効果が認められる

-大学の人事の見直し、透明性の高い公募、外国人や海外の日本人研究者の採用の進展
-優秀な若手研究者が充実した研究環境で優れた成果を創出
-大学が採用分野や雇用条件など教育研究戦略を検討する契機
-公正で透明性の高い採用手続きで安定的な職を得る制度として、ポストドクターにとって魅力的

・本制度は、世界的な研究教育拠点を目指す３４大学の自然科学系分野で導入が進められているが、
今後とも、大学等がその特色や分野の事情等に応じて、適切な導入・定着を図っていくことを期待

・本制度をアカデミック・キャリアパス「博士課程からポストドクター、その後テニュア・トラック教員を経てテニュア教員」
として確立するには、テニュア・トラック教員採用数の大幅増が必要。国全体としての数値目標を設定
（例えば、自然科学系の新規採用教員の２割を早期に実現）し、普及・定着に向けた施策を展開

２．若手研究者ポストの拡充

・大学等は、例えば、教授の退職者数以上に准教授・助教等の若手研究者の採用、
高齢研究者の人事の在り方の見直し、教育課程等の点検を通じた教員配置、組織改編が必要

・若手向け研究資金の拡充、基盤的経費及び総人件費等の確実な措置が不可欠

○世界的に優れた成果をあげた研究者の多くが若い時期にその基礎となる研究を行っており、優秀な若手研究者に
自立と活躍の機会を与え、将来につながる研究の基礎を築かせることは、科学技術の振興にとりわけ重要である

○テニュア・トラック制を普及・定着させるには、若手研究者が自立して研究できる環境の整備のみならず、
透明性の高い手続きで採用される若手ポストや、切磋琢磨できる若手向け競争的資金も同時に必要である

○大学等は団塊の世代の大量退職を控え、助教等の若手研究者ポストを増やす好機を迎えつつある

４．女性研究者の活躍の加速

３．グローバル化に対応した人材の育成・確保

・国は、大学等における出産・育児等と研究を両立できる環境の整備、研究中断からの復帰等を支援
・女性研究者の採用割合の目標（自然科学系全体で２５％ （理学系２０％、工学系１５％、農学系３０％、保健系３０％））を早期に達成
・指導的地位にある女性研究者の採用に関する数値目標の検討

２．大学教員等の人材育成に係る意識改革

１．博士号取得者の社会の多様な場における活躍の促進

・「内向き志向」を払拭するため、国は若手研究者の海外での研鑽機会を拡充するとともに、大学等は国際公募を促進

・優秀な外国人研究者等を惹きつける魅力的な研究環境を整備するとともに、事務局の国際対応能力の向上や研究支援面の国際化、
外国人が暮らしやすい生活環境の整備が重要であり、宿舎等の受入れ環境の整備、外国人研究者の子弟に対する教育の充実が必要

・上記１．を推進するには、大学教員の学外との接触機会（若手教員の企業派遣・出向・兼務、企業からの教員の登用等）を増やすことが必要

・教育、研究及び社会貢献等の総合的な評価を通じた人材育成に関する教員の意識改革が重要、教育面をより重視した人事評価にも期待

・大学院において、アカデミア向けと産業界向けの教育研究が複線化し柔軟に学べるカリキュラム設定や、社会人に対するリカレント教育を充実

・経済的な不安を抱かず博士課程に進学できるよう、フェローシップ、ＴＡ，ＲＡ等を拡充し、生活費相当額を受給できる博士課程学生の割合
について早期に２割を達成

・博士号取得者が高度な専門知識を必要とする大学職員等として活躍できるよう、国は、大学等のリサーチアドミニストレータ等の育成等を支援

・国は、大学が教育委員会と連携して意欲ある優秀な博士号取得者を理科教育人材として発掘・活用する仕組みの構築を支援

・いわゆる「ポスドク問題」の解消は、大学等のポスト不足の緩和や研究職以外への進路支援について、産学官が一体的に対応
・博士号取得者が社会の多様な場で活躍できるよう大学院教育を充実することが最重要、これが「ポスドク問題」の根本解決にも不可欠

○科学技術と社会の関わりが深化・複雑化している現在、博士号取得者は、リーダーとして社会の多様な場で活躍することが期待されている

○知識基盤社会のリーダーとして博士号取得者を育成するには、大学院における教育研究の充実が不可欠である

１．才能を見出し、伸ばす取組の充実 ２．初等中等教育段階から研究者・技術者養成まで一貫した取組の推進

・理数好きの子どもの裾野を拡大するため、理数教育を強化
特に、理工系出身者の理科専科教員への活用促進や小中学校の教育力ある理数教員の養成を支援
・才能を見出し、伸ばすため、スーパーサイエンスハイスクール、科学技術コンテスト、科学技術系部活動等を支援

第４章 次代を担う人材の育成

・児童生徒等が継続的に科学技術への関心を向上させ、発達段階に応じ、切れ目なく才能を伸ばせる体系的な人材育成を推進
・実験教室や体験活動、優れた研究者等に子どもから大人まで接する場・機会を充実、各地の科学館等の支援を強化
・現役の科学者・技術者との交流を通じたキャリア教育等を、大学や産業界が連携して初等中等教育段階から充実
・高校から大学まで継続して研究活動に取り組めるよう高大接続を推進

○次代の科学技術を担う人材を育成するため、理科や数学が好きな児童生徒等の裾野を広げつつ、その才能を見出し、伸ばす取組につなげていく必要がある

*公正で透明性の高い選抜により採用された若手研究者が、厳格な審査を経てより安定的な職を得る前に、
任期付きの雇用形態で自立した研究者としての経験を積むことができる仕組み

参考資料１

２３
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企業等で求められる
資質・能力の養成

・コミュニケーション力
・協調性
・業務遂行能力
・意欲
・向上心
・判断力
・その他

知識基盤社会を支える人材育成

初中
教育段階

高等
教育段階

ポスト
ドクター
等若手
研究者

世界を
リード
する
若手
研究者

初中
教育段階

高等
教育段階

ポスト
ドクター
等若手
研究者

世界を
リード
する
若手
研究者

知識

基盤社会

初中
教育段階

高等
教育段階

支える
人材

を

知識

基盤社会

初中
教育段階

高等
教育段階

支える
人材

初中
教育段階

高等
教育段階

支える
人材

を

幅広い知識を基盤とした高い専門性の養成
① 幅広い知識を基盤とした高い専門性を有するT型
② 異分野融合や新たな分野の創出に資する、複数の専門性を有するπ型
③ ある専門分野に限ってではあるが、他の追随を許さない極めて高い

専門性を有する深さのあるI型

世界をリードする研究人材養成

採用後の人
材養成、オ
ン・ザジョ
ブ・トレー
ニング

（OJT）

知識基盤社会を生きるために必要な能力の基礎を習得＊
＊OECDのPISA調査（参加国の教育システムが、１５歳の生徒に対して、社会における市民として建設的な役割を果たすためにどの程度準備ができているかを見る指標の開発）により測定する能力

高等学校
国家社会の有為な形成者と

しての必要な資質を養成

（例）

不明確？！

不足？！

１．独立して研究できる能力の養成

・競争的資金の獲得

・研究室の運営など

２．教育・研究指導能力の涵養

アカデミック・スキルの養成

１．博士 ○自立して研究活動を行う研究者と社会の多様な方面で活躍する人材の

養成

豊かな学識＋自立して研究できる、又は高度の専門性が求められる社

会の多様な方面で活躍し得る研究能力
２．修士 ○研究者の卵と社会の多様な場で活躍する人材の養成（高度専門職業

人）
幅広く深い学識＋研究能力（＋高度に専門的な職業を担う能力）

３．学士 ○専門的素養のある人材を養成
幅広く深い学識＋専門分野の基礎

その他、大学院教育全体で

①専門応用能力（関連分野の基礎

的素養を涵養し、学際分野に対

応できる能力）

②高い倫理性や世界の多様な文

化・歴史に対する理解力

③語学力を含めたコミュニケー

ション能力

などを養成

高専

実践的・創造的技
術者等の養成

専門学校
実際的な知識・
技術等を習得

各段階における

質の確保と連携

アカデミック・スキルの養成

１．博士 ○自立して研究活動を行う研究者と社会の多様な方面で活躍する人材の

養成

豊かな学識＋自立して研究できる、又は高度の専門性が求められる社

会の多様な方面で活躍し得る研究能力
２．修士 ○研究者の卵と社会の多様な場で活躍する人材の養成（高度専門職業

人）
幅広く深い学識＋研究能力（＋高度に専門的な職業を担う能力）

３．学士 ○専門的素養のある人材を養成
幅広く深い学識＋専門分野の基礎

その他、大学院教育全体で

①専門応用能力（関連分野の基礎

的素養を涵養し、学際分野に対

応できる能力）

②高い倫理性や世界の多様な文

化・歴史に対する理解力

③語学力を含めたコミュニケー

ション能力

などを養成

高専

実践的・創造的技
術者等の養成

専門学校
実際的な知識・
技術等を習得

各段階における

質の確保と連携

多様な場での

活躍を促進

科学技術関係人材に求められる能力

出典：科学技術・学術審議会人材委員会「知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて（０９．８．３１）
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○知的スキル

・正直さ ・好奇心

・識別力 ・想像力

・創造力 ・一般常識

・客観性 ・直観

・体系的な問題解決力 ・記憶力

・抽象的・理論的推察力を含む論理的推察力

・観察・実験データから予測する力

・説明的仮説を思いつき、それを評価するための試

験を考案できる能力

・自然現象・技術的現象・社会現象に対する観察力

○コミュニケーションスキル

・公表された情報源から情報を引き出す力

・インタビューを通して学ぶ力

・文章で意思の疎通をはかる能力

・会話で意思の疎通をはかる能力

・コンピュータや情報処理機器を使う能力

・情報や概念を図説する能力

○個性的な特性

・成熟性 ・動機と意欲

・自信 ・依存性

・独立心 ・共感

・率先性と責任感 ・客観的な自己批判力

・リーダーシップスキル ・マネジメントスキル

・上司・同僚・部下と効率よく仕事をする能力

○仕事への習性

・時間を効率的に使う能力

・物事を最後まで見通す能力（持続力）

・知的労働・肉体労働を継続して行える能力

・整理整頓、締め切りを守る能力

○機能的技能

・手先の器用さ

・科学的・工学的・芸術的な装置・機械・モデルを

適切に利用・開発・選択する能力

出典 「理工系学生のためのキャリアガイド」（平成１４年３月、米国科学アカデミーほか編、小川正賢訳）の付録B

理工系で成功するためのスキルと属性について、米国の研究者と学生が作成したリストでは、以下
の多様な能力、スキル、属性が挙げられている。

理工系の専門的な職業で成功につながるスキルと属性

出典：科学技術・学術審議会人材委員会「知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて（０９．８．３１）
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多様な人材により発揮されるチーム力

出典：科学技術・学術審議会人材委員会「知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて（０９．８．３１）
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研究分野A

社
会
経
済
的
価
値
創
造
へ
の
各
ス
テ
ー
ジ

目
的
基
礎
研
究

応
用
／
実
用
化

研
究
開
発

技術管理者・経営者

研究開発コーディ
ネーター

科学技術
インタープリター

大学教員及び
研究機関の研究者

技術経営力、
科学技術理解力・・・

コーディネート力、
科学技術理解力・・・

課題探求力、
教育力・・・

研究分野の幅の広がり

研
究
者

（
認
識
科
学
型
）

発
見
力
・
・
・

先端科学・差異化技術創造型
（ Differentiator科学技術
創造人材（Type-D））

持っていると必ず勝てる技術

目指す人材像 研究分野C研究分野B

価値の
発見

シーズ

経済的/社会的
価値

シーズ

事業化価値

シーズ

技
術
者
・
技
能
者

（
製
品
設
計
・

製
造
型
）

チ
ー
ム
力
、
問
題
解
決
力
、
交
渉
力
・
・
・

基盤技術力・
ものづくり力型
（Ｔｙｐｅ-Ｂ（Base））

幅広い基礎技術の理解と
基盤技術人材・技能人材

目指す人材像

技
術
者

（
研
究
開
発
型
）

チ
ー
ム
力
、
問
題
解
決
力
、
交
渉
力
・
・
・

目指す人材像

目指す人材像

可能化技術創造型
（Enabler技術創造
人材（Type-E））
持っていないと
必ず負ける技術

イノベーション構造の縦・横を
統合するインテグレーター型

（Type-∑）

チーム力、
問題解決力・・・

※1

※１

※１：「認識科学」は「あるもの」や「存在」を探究するのに対し、
「設計科学」は「あるべきもの」や「当為」を探究する
出典「提言：知の統合ー社会のための科学に向けて」
日本学術会議科学者コミュニティと知の統合委員会
平成１９年（２００７年）３月２２日

※２：Type-Σ、Ｄ、Ｅ、Ｂのタイプ分けは、
｢イノベーター日本 –国創りに結実する科学技術戦略-｣
（平成１８年１１月 オーム社刊 柘植綾夫氏監修）に
倣った。

インテグラル能力・・・

※２

※２

※２

※２

初等中等教育教員
科学技術理解力、
教育力・・・

各ステージへの働きかけ

社
会
経
済
的
価
値

の
提
供

融合

研究者
（設計科学型）

技術者
（研究開発型）

知
の
創
造

多様な人材が担うイノベーションの創造

出典：科学技術・学術審議会人材委員会「知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて（０９．８．３１）
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世界をリードするイノベーション

基盤科学技術と
ものづくり力

Differentiator

Enabler
Technologies

育成すべきイノベーション人材像

Type-D : 先端科学・差異化技術
(Differentiator)創造人材

Type-E : 可能化技術（Enabler)創造型
人材

Type-B : 幅広い基礎技術と基盤技術・技能
（Base)を有する人材
一般教養・徳育教養も併せ持つ

要求される科学技術のスペクトル
の幅の広がり（人文、社会まで）

Type- : イノベーション構造の縦・横を
統合するインテグレーター型人材

要
求
さ
れ
る
科
学
技
術
の
高
さ

科学技術駆動型イノベーション構造と育成すべき人材像

出典：科学技術・学術審議会人材委員会「知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて（０９．８．３１）


